
遊び呆ける日々 

 

 子どもの生活で一番大切なのは遊びです。一生のうちで遊びに夢中になれるのは、小学

生の時代だろうと思います。こども園の年少さん（Ｃ組さん）の頃から、遊びに夢中にな

ることを、何よりもうんと大切にしていきたいと考えています。ある学者が、どんな時に

子どもは遊ぶのかを調べてみたら、「すべてが遊びだった」という、笑い話のような結果だ

ったそうです。 

 皆さんの子どもの頃はどうでしたか？たっぷり遊んでいたでしょうか？夢中になって遊

んだでしょうか？たっぷり遊んだ記憶のある人が、子どもとの生活を楽しめるのだろうと

思います。子どもの頃、どんな遊びに夢中になったか、思い出してみませんか？明けても

暮れてもしていた遊びは何だったでしょうか？ 

 筆者は、何も玩具のない時代を過ごしましたから、石ころと土と棒切れでたくさん遊び

ました。６人の仲間が小石を 1人１００個ずつ、スカートの中に入れて集めます。みんな

で、石ころのおはじき遊びです。石ころ一つで、ケンパや温泉とりという遊びができます。

棒切れ一つで陣地取りができます。砂と一本の棒切れで山崩しができます。二つの石ころ

があれば、Ｓケンができます。もちろんかくれんぼは何もいりません。缶けりは空き缶一

つでできます。 

 春・秋は山遊びです。クマも昔は山奥にいましたから、里山では子ども達は安心して遊

べました。わらびとりやきのことり、花摘み、最後は決まって枯れ枝を集めて持って帰り

ます。なぜかというと、昔は枯れ枝が貴重な燃料であることを知っていましたから。遊ん

だあとは、親孝行（のつもり）で、持って行った一本の縄で、必ず枯れ枝を拾い集めて、

背負って持って帰りました。（しばかりのおじいさんスタイル） 

 ざるを持って川に行き、魚とりもよくしました。捕まえたどじょうや鮒が晩ごはんの時

に、甘露煮になって出てきたりするのも嬉しいものでした。中学へ行くまで、あまり変わ

らない、遊び呆ける生活をしていたように思います。 

 お隣の家の庭（自分の家の庭ではない）は、神秘的な庭でした。薄暗い、苔生やした庭

に、のうぜんかずらのオレンジの花があちこちに落ちていた光景は今も忘れられません。

大きくなって、赤毛のアンを読んだ時、「へスターグレイの庭」という章があり、モンゴメ

リーさんも私と同じ経験があるから、こんなことが書けるのか、とドキドキして読みまし

た。 

 家の柿の木の下の朽ち果てた臼も、お隣の家（またまたお隣です）の植え込みの中の一

本の木のくぼみも、みんなみんな素敵な遊び場でした。叱る人は誰もいませんでした。 

 遊び呆ける子どもの姿から、私達は真の子どもの姿を発見できるのだろうと思います。

時には、時間の許す限り、ただただ見守り、子どもが遊び呆ける日を作ってみたいものだ

と思います。 

 今回は、筆者の遊びの思い出に付き合って下さりありが

とうございました。貴重なお時間をすみません。お付き合

い下さった皆様が、今度は、自分の子どもの頃の楽しかっ

た遊びを思い出され、しばし、子どもの心になって下さる

といいなぁと思います。 


